
松崎地区秋祭り（伊那下神社）松崎地区秋祭り（伊那下神社）
11月２日、３日、町内で秋祭りが行われ、11月２日、３日、町内で秋祭りが行われ、
三番叟の奉納や太鼓台の巡行などでにぎわいました。三番叟の奉納や太鼓台の巡行などでにぎわいました。
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松

崎

町

功

労

者

表

彰

松

崎

町

功

労

者

表

彰

松

崎

町

功

労

者

表

彰

松

崎

町

功

労

者

表

彰

　

11
月
21
日
、
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で
、
松
崎
町
功

労
者
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
松
崎
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
町
の
政
治
や
福

祉
な
ど
、
各
分
野
に
お
い
て
、
町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
の
功

績
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

功
　
労
　
表
　
彰

渡わ
た
な
べ邉

　
昌
し
ょ
う
へ
い平 

さ
ん

　
　
　
　
　

（
元
保
護
司
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と

し
て
、
犯
罪
の
予
防
、
犯
罪
や

非
行
を
し
た
者
の
自
立
更
生
な

ど
に
尽
力
し
、
社
会
福
祉
の
増

進
に
貢
献
。

〇
在
職
年
数　

20
年

▲松崎町功労者表彰式にて

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課(

４
２)

３
９
６
４

▲表彰状の授与

有
　
功
　
表
　
彰

鈴す
ず
き木

　
公ま
さ
や
す康 

さ
ん

　
　
　
　
　

（
元
農
業
委
員
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
農
業
委
員

と
し
て
、
農
業
振
興
、
町
の
産

業
活
性
化
に
貢
献
。

〇
在
職
年
数　

19
年

松ま
つ
も
と本

　
一か
ず
お男 

さ
ん

　
　
　
　
　

（
元
教
育
委
員
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
教
育
委
員

と
し
て
、
教
育
行
政
の
推
進
と

発
展
に
尽
力
し
、
町
の
教
育
環

境
の
向
上
に
貢
献
。

〇
在
職
年
数　

12
年

平ひ
ら
の野

　
明あ
き
ひ
こ彦 

さ
ん

　
　
　
　
　

（
元
体
育
指
導
員
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
体
育
指
導

員
と
し
て
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
と
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
貢

献
。

〇
在
職
年
数　

23
年

関せ
き

　
博ひ
ろ
ふ
み文 

さ
ん

　
　
　
　
　

（
元
公
務
連
絡
員
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
公
務
連
絡

員
と
し
て
、
町
政
の
推
進
に
協

力
し
、
町
内
自
治
会
の
振
興
に

貢
献
。

〇
在
職
年
数　

６
年

▲表彰状の授与
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毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま

で
の
１
週
間
は
「
税
を
考
え
る

週
間
」
で
す
。

　

伊
豆
下
田
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
で
は
、
こ
の
週
間
に
合
わ

せ
、
今
年
も
小
学
生
・
中
学
生

を
対
象
に
「
税
に
関
す
る
作
品
」

を
募
集
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
賀
茂
地
区
の
小
学

校
・
中
学
校
か
ら
習
字
の
部
に

２
５
６
点
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
に

53
点
、
作
文
の
部
に
２
８
９
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

松
崎
町
で
は
、
松
崎
小
学
校

か
ら
習
字
の
部
に
26
点
、
松
崎

中
学
校
か
ら
作
文
の
部
に
29
点

の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、

習
字
の
部
、
作
文
の
部
に
お
い

て
以
下
の
と
お
り
入
賞
者
が
決

定
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課(

４
２)

３
９
６
８

『
税
を
考
え
る
週
間
』

『
税
に
関
す
る
作
品

入
賞
作
品

習 

字

松
崎
町
長
賞

寺
田
　
陽ひ

ま

り鞠
さ
ん
（
松
小
６
年
）

松
崎
町
教
育
長
賞

北
舘
　
史し

ま真
さ
ん
（
松
小
６
年
）

　

     

審 
査 
結 

果

伊
豆
下
田
税
務
協
議
会
会
長
賞

佐
藤
　
翠す

い

さ
ん
（
松
小
６
年
）

下
田
市
・
賀
茂
郡
租
税
教
育

推
進
協
議
会
会
長
賞

篠
原  

那な

つ

み

津
美
さ
ん
（
松
小
６
年
）

作 
文

静
岡
県
下
田
財
務
事
務
所
長
賞

斎
藤
　
日ひ

な

た向
さ
ん
（
松
中
３
年
）

題
名

「
教
育
に
使
わ
れ
て
い
る
税
に
つ
い
て
」

　

静
岡
県
警
で
は
、
12
月
15
日

か
ら
31
日
ま
で
の
間
、
年
末
特

別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

　

下
田
警
察
署
管
内
で
空
き
巣

の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
は
外
出
す
る
機
会
も

多
く
な
る
の
で
、
玄
関
や
窓
の

鍵
掛
け
を
徹
底
し
、
防
犯
カ
メ

ラ
や
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
な
ど
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
下
田
警
察
署
管
内
で
、

令
和
７
年
10
月
末
ま
で
に
特
殊

詐
欺
が
３
件
、
約
３
，
８
８
０

万
円
の
被
害
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・

ロ
マ
ン
ス
詐
欺
は
合
わ
せ
て
６

件
、
約
１
億
４
，
２
０
０
万
円

の
被
害
が
あ
り
、
急
増
し
て
い

ま
す
（
速
報
値
）
。

こ
の
よ
う
な
電
話
は
詐
欺
で
す
！

・
こ
の
電
話
は
あ
と
２
時
間
で

　

使
え
な
く
な
り
ま
す(

自
動

　

音
声)

。

・
○
○
県
警
で
す
。
あ
な
た
が

　

事
件
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

・
口
座
の
お
金
の
流
れ
を
調
べ

　

る
の
で
指
定
さ
れ
た
口
座
に

　

振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
警
察
官
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡
を

　

し
た
り
、
警
察
手
帳
や
逮
捕

　

状
な
ど
の
画
像
を
送
る
こ
と

　

は
あ
り
ま
せ
ん
！

・
警
察
官
が
お
金
を
振
り
込
む

　

よ
う
指
示
す
る
こ
と
は
あ
り

　

ま
せ
ん
！

　

防
犯
協
会
で
は
、
自
治
会
の

高
齢
者
に
対
す
る
詐
欺
被
害
防

止
講
話
を
無
料
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

下
田
署
管
内
防
犯
協
会

（
２
７
）
２
７
６
６

年
末
特
別
警
戒
実
施
!!
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地方交付税　　　　　１９億８４６万円
地方交付税　１３億５, ５８３万１千円 （ ７１. ０％）

町　　　　 税　　５億７, １５３万１千円
町　　　　 税　　３億３, ４６３万８千円 （ ５８. ６％）

国庫支出金　　　４億９９７万８千円　
国庫支出金　　１億２, ９３８万６千円 （ ３１. ６％）

県 支 出 金　　２億２, ５５３万７千円
県 支 出 金　　２億１, ３４５万６千円 （ 　６. ０％）

町　　　　 債　　　　２億１, ９５０万円　
町　　　　 債　　　　２億１, ９５０ ０円 （ 　０. ０％）

諸　 収　 入　　１億５, ０６２万８千円　　
諸　 収　 入　　１億４, ３３３万５千円 （ ２８. ８％）

地方消費税　　　　１億３, ５００万円　　　　　
交　 付　 金　　　　９, ５１０万６千円 （ ７０. ４％）　　

繰　 越　 金　　　　　　　　　　　１億円
繰　 越　 金　　１億４, ４０１万５千円 （１４４. ０％）

寄　 附　 金　　　　７, ６５０万３千円
寄　 附　 金　　　　２, ４５２万７千円 （ ３２. １％）

繰越明許費　　１億６, ２５３万５千円
繰越明許費　　１億６, ００１万５千円 （ ３６. ９％）

そ　 の　 他　　７億４, ５５４万１千円
そ　 の　 他　　７億３, ７８６万１千円 （ 　５. １％）

令和７年度
令和７年度の４月１日から９月３０日までの一般会計の執行状況をお知らせします。

４７億５２１万３千円　上段 ： 予算額

  ２２億３, ８１７万円　下段 ： 収入済額　（ ） ： 収入率 （４７. ６％）

歳入

　 ４７億５２１万３千円　上段 ： 予算額

１７億３, ０５９万８千円　下段 ： 支出済額　（ ） ： 執行率 （３６. ８％）

歳出

総　 務　 費　１０億８, ２１１万９千円
総　 務　 費　　３億４, ８２９万４千円 （ ３２. ２％）

民　 生　 費　　９億２, １８５万９千円
民　 生　 費　　４億２, ３０８万６千円 （ ４５. ９％）

衛　 生　 費　　５億９, ６０８万８千円　
衛　 生　 費　　１億５, ５８０万８千円 （ ２６. １％）

教　 育　 費　　４億２, ８４３万９千円
教　 育　 費　　１億９, ６８９万６千円 （ ４６. ０％）

農林水産業費　　３億２, ４４６万７千円　
農林水産業費　　３億５, ８３１万８千円 （ １８. ０％）

公　 債　 費　　　３億９９３万９千円　　
公　 債　 費　　１億５, ４３７万７千円 （ ４９. ８％）

消　 防　 費　　　３億７８３万３千円　　　　　
消　 防　 費　　　　１億２, ７４９万円 （ ４１. ４％）

商　 工　 費　　２億６, ７４２万６千円
商　 工　 費　　１億４, ７１９万２千円 （ ５５. ０％）

土　 木　 費　　２億４, １６９万７千円
土　 木　 費　　３億４, １０８万９千円 （ １７. ０％）

繰越明許費　　１億６, ２５３万５千円
繰越明許費　　３億５, ４７３万３千円 （ ３３. ７％）

そ 　の 　他　　３億６, ２８１万１千円
そ 　の 　他　　３億２, ３３１万５千円 （ ３７. １％）

令和７年９月３０日までに
納めていただいた税金　（町税）　　　　約６万円

一般会計　上期執行状況

令和７年９月３０日までに
使ったお金　　　　　　　　　　　　 約３１万３千円

町民１人当たりでは

９月３０日現在の基金（町の貯金）と町債（町の借金）の状況
●町の貯金（財政調整基金など１５基金）

　１９億３,２３３万８千円

　町民１人当たり約３５万円

●町の借金

　２３億６,４６３万円

　町民１人当たり約４２万８千円

※１人当たりの値は、９月３０日現在の人口 ５，５１８人で計算しています。

【問合せ】総務課（４２）３９６３

町  の  財  政  状  況
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令
和
７
年
度
上
半
期
振
興
公

社
管
理
施
設
の
実
績
に
つ
い

て
、
前
年
度
よ
り
利
用
者
が
減

少
し
た
施
設
も
あ
り
ま
し
た

が
、
全
体
で
は
昨
年
よ
り
利
用

者
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
に
つ
い
て

は
、
宿
泊
利
用
者
は
前
年
度
に

比
べ
２
，
３
２
６
人
増
、
日
帰

り
入
浴
や
会
食
な
ど
の
休
憩
利

用
は
前
年
に
比
べ
３
６
９
人
減

と
な
り
ま
し
た
。
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ

ン
ラ
イ
ン
ト
ラ
ベ
ル
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
）
施
策
に
注
力
し
た
こ
と

で
、
宿
泊
利
用
者
は
大
き
く
増

加
し
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
、
新
た
に
民
間
か

ら
総
支
配
人
を
迎
え
ま
し
た
。

総
支
配
人
は
、
指
定
管
理
施
設

の
支
配
人
経
験
も
豊
富
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

た
業
務
改
革
を
進
め
て
い
ま

す
。
上
半
期
は
、
職
員
か
ら
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
課
題
を
抽

出
し
、
改
善
に
向
け
て
の
指
導

や
販
売
促
進
の
指
導
を
行
い
、

振

興

公

社

管

理

施

設

上

半

期

実

績

施　設　名
本年度
（人）

前年度
（人）

比較
（人）

割合
（％）

伊豆まつざき荘

宿泊 11,610 9,284 2,326 125.1％

入浴 3,120 2,881 239 108.3％

休憩 443 1,051 △ 608 42.2％

小計 15,173 13,216 1,957 114.8％

伊豆の長八美術館 入館 5,611 5,849 △ 238 95.9％

重文岩科学校 入館 3,661 3,938 △ 277 93.0％

道の駅花の三聖苑 利用 8,831 9,038 △ 207 97.7％

旧依田邸 入館 2,280 2,220 60 102.7％

大沢温泉依田之庄 入館 13,126 11,217 1,909 117.0％

令和７年度　上半期　施設利用状況

姉

妹

都

市

通

信

姉

妹

都

市

通

信

  

姉

妹

都

市

通

信

姉

妹

都

市

通

信

  

　

静
岡
県
で
は
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
通
じ
て
、

農
山
村
の
持
つ
地
域
の
宝
を

大
切
に
し
、
次
世
代
に
継
承

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
理

想
の
農
山
漁
村
を
「
ふ
じ
の

く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る

邑
」と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お

り
、
松
崎
町
の
那
賀
地
区
や

石
部
の
棚
田
も
品
格
の
あ
る

邑
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

富
士
宮
市
で
は
、
７
つ
の

地
域
が
品
格
の
あ
る
邑
に
登

録
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
う
ち

富
士
宮
市
か
ら

「
白
糸
の
里
」

の
一
つ
が
今
回
ご
紹
介
す
る

白
糸
の
里
で
す
。

　

白
糸
の
里
は
、
世
界
遺
産

富
士
山
の
構
成
資
産
で
あ
る

白
糸
ノ
滝
を
有
し
、
稲
作
が

盛
ん
な
地
域
で
す
。

　

当
地
区
に
所
在
す
る
平
成

棚
田
で
は
、
日
々
の
営
農
や

地
域
内
外
の
人
々
の
協
働
活

動
に
よ
り
管
理
さ
れ
、
富
士

山
の
四
季
の
変
化
に
彩
り
を

添
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
棚
田
で
は
、
春
の
訪

れ
と
と
も
に
、
３
，
７
７
６

本
の
竹
灯
籠
が
田
園
に
幻
想

的
な
空
間
を
演
出
す
る
「
富

士
山
白
糸
平
成
棚
田
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
令
和
８
年
３

月
８
日
（
日
）
午
後
５
時
30

分
か
ら
、
会
場
は
平
成
棚
田

[

本
源
寺
（
富
士
宮
市
原
８
７

３
）
南]

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

品
格
の
あ
る
邑
白
糸
の
里

に
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▲富士山白糸平成棚田祭りの様子

売
上
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

施
設
に
つ
い
て
は
、
建
設
か

ら
約
20
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

に
よ
り
施
設
の
修
繕
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
資
金

難
か
ら
思
う
よ
う
に
修
繕
が
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課(

４
２)

３
９
６
４
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静
岡
県
で
は
、
１
９
８
３
年

（
昭
和
58
年
）
か
ら
地
域
防
災

訓
練
が
始
ま
り
、
１
９
８
６
年

（
昭
和
61
年
）
か
ら
は
、
12
月

の
第
一
日
曜
日
を
「
地
域
防
災

の
日
」
と
定
め
、
各
地
域
の
自

主
防
災
組
織
が
中
心
と
な
り
、

訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
崎
町
で
は
、
12
月
７
日

（
日
）
に
、
大
地
震
を
想
定
し
、

各
地
区
の
計
画
に
基
づ
い
て
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
各

地
区
の
訓
練
に
積
極
的
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
訓
練
放
送
に
併
せ
て
、

携
帯
電
話
へ
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル

試
験
配
信
も
行
い
ま
す
の
で
、

メ
ー
ル
の
受
信
確
認
も
お
願
い

し
ま
す
。

種　類
発表される津波の高さ

想定される被害と取るべき行動
予想区分 数値での発表

大津波

警報

10ｍ＜予想高さ 10ｍ超 木造家屋が全壊 ・ 流失し、 人は津波による流れ

に巻き込まれる。

沿岸部や川沿いにいる人は、 直ちに高台や避難

ビルなどの安全な場所に避難する。

５ｍ＜予想高さ≦ 10ｍ 10ｍ

３ｍ＜予想高さ≦５ｍ ５ｍ

津波

警報
１ｍ＜予想高さ≦３ｍ ３ｍ

標高の低いところでは津波が襲い、 浸水被害が

発生する。 人は津波による流れに巻き込まれる。

沿岸部や川沿いにいる人は、 直ちに高台や避難

ビルなどの安全な場所に避難する。

津波

注意報
０．２ｍ＜予想高さ≦１ｍ １ｍ

海の中では人は速い流れに巻き込まれ、 また、

小型の船が転覆する。

海の中にいる人は直ちに海から上がって、 海岸

から離れる。

地
域
防
災
訓
練

　

津
波
に
よ
る
災
害
の
発
生
が

予
想
さ
れ
る
場
合
、
気
象
庁
は
、

以
下
の
予
想
区
分
に
応
じ
て
警

報
・
注
意
報
を
発
表
し
ま
す
。

津
波
警
報
・
注
意
報

の
種
類

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
避
難
場
所
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
！

　

松
崎
町
の
「
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
は
、
「
松
崎
地
区
」

と
「
岩
地
・
石
部
・
雲
見
地
区
」

の
２
種
類
あ
り
ま
す
。
マ
ッ
プ

上
に
津
波
避
難
場
所
や
津
波
避

難
ビ
ル
な
ど
の
避
難
場
所
が
ど

こ
に
あ
る
か
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

静
岡
県
が
実
施
し
た
「
静
岡
県

第
４
次
被
害
想
定
」
に
お
け
る
、

最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
の
浸
水
想

定
エ
リ
ア
に
色
付
け
が
さ
れ
、

想
定
さ
れ
る
「
最
大
浸
水
深
」

に
、
建
物
が
建
築
物
な
ど
に
衝

突
し
た
と
き
に
生
じ
る
せ
り
上

が
り
の
高
さ
を
加
え
た
水
位
で

あ
る
「
基
準
水
位
」
の
区
分
に

よ
っ
て
色
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
町
内
の
避
難
場

所
を
日
頃
か
ら
確
認
し
、
い
ざ

と
い
う
と
き
、
ど
こ
に
避
難
で

き
る
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

※予想を超える場合もあるので、危険を感じたら避難しましょう。



松崎高校広報～西豆と共に～

林業体験（１年生）　

　10 月 17 日、西豆学において、地域産業と身近な生活

への関連を考えるとともに、就業感を養うことを目的に

林業体験を行いました。参加した生徒からは「森林が放

置されることで動物が町へ降りてきてしまったり、土砂

崩れや海の豊かさに影響が出てしまったりする」「林業

は身近に存在し、私たちはその恩恵に頼って生きている

んだと感じた」「実際に体験したことで、林業の危険さ

とか、それにも勝る楽しさとかを知ることができた」と

いった感想が聞かれました。

　10 月３日、松崎高校と伊豆松崎分校が合同で体育祭

を行いました。今年で４回目となるこの行事は、生徒会

と各専門委員会を中心に、生徒主体で企画・運営されま

した。生徒たちは、競技を通して状況判断力や責任感を

養い、全力で取り組む中で仲間との絆を深めました。赤・

青の２軍に分かれ、応援合戦やリレーなどで熱戦を繰り

広げ、会場には笑顔と歓声があふれました。両校の理解

と親交をより一層深める、充実した１日となりました。

体育祭　

　10 月 17 日、西豆学において、京都府・新潟県の高校

とオンラインでつながる合同探究授業を実施しました。

各校の生徒が自分の探究テーマを紹介し合い、互いに質

問や助言を交わしました。生徒からは「他校の生徒の

考えに刺激を受けた」「自分の探究の方向性がはっきり

した」「テーマに自信が持てるように行動していきたい」

といった感想が聞かれました。学校や地域を越えた交

流を通じて、学びを広げる貴重な機会となりました。

オンライン合同探究授業（２年生）

7

【問合せ】　松崎高校（４２）０１３１

生徒総会　　

　10 月 24 日、後期生徒総会が行われました。９月の生

徒会長選挙で信任された２年生の山田舶成さんが、「『百

花繚乱』のように、生徒一人一人が主役となり、自分

らしく活躍し、光り輝くような活気ある学校をつくっ

ていきたい」と所信を表明しました。続いて、前期の

行事の振り返りと後期専門委員会の活動方針が報告さ

れました。これから１年間、生徒会執行部を中心に、「生

徒一人一人が主役となれる学校」づくりに向けた取り

組みが期待されます。
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－　材料（４人分）－

シメジ・・・・・・・・50 ｇ（１/ ２株）

マイタケ・・・・・・・50 ｇ（１/ ２株）　　　　　　　

シイタケ・・・・・・・・40 ｇ（４枚）　　　

大根・・・・・・・・・・50 ｇ（２cm）

ニンジン・・・・・・・30 ｇ（１/ ５本）

こんにゃく（あく抜き不要のもの）

・・・・・・・・・・・60 ｇ（１/ ５枚）

油揚げ・・・・・・・・・30 ｇ（１枚）

ごま油・・・・・・・・４ｇ（小さじ１）

酒・・・・・・・・・30 ｇ（大さじ２）

しょうゆ・・・・・・４ｇ（小さじ１弱）

だし汁・・・・・・・・・・・６００ml

小ネギ・・・・・・・・・・・・・少々

－　作り方　－

①シメジとマイタケは石突をとり、ほぐす。

　シイタケは石突をとり、薄切りにする。

②大根とニンジンは３～４㍉幅のいちょう切

　り、こんにゃくはスプーンでちぎる。油揚げ

　はキッチンペーパーで余分な油を拭き取り、

　短冊切りにする。

③鍋にごま油を熱し、シメジ、マイタケ、シイタケ、

　大根、ニンジンをさっと炒め、だし汁を加える。

④蓋をして、大根とニンジンが柔らかくなるまで煮

　たら、こんにゃくと油揚げを加え、一煮立ちする。

⑤酒、しょうゆで味を調える。

⑥椀に盛り、小ネギを散らす。

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.64食遊会レシピ

キノコたっぷりけんちん汁

－ここがポイント－

★だしをとることはもちろん、具だくさんにすることで、

　野菜やキノコのうま味が出るため、減塩できます。

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

55kcal ３. ０g ２．９g ４. ３g ０. ３g

（１食当たり）

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  

　　
第第
4848
回回

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

　

地
方
創
生
や
地
域
活
性
化

と
は
？　

２
０
１
４
年
５
月

に
増
田
リ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、

「
全
国
８
９
６
の
自
治
体
が

消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
２
０

２
４
年
に
公
表
さ
れ
た
第
２

弾
で
も
、
７
４
４
の
地
方
都

市
が
消
滅
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
町
も
そ
の
中
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ふ
る
さ
と
を
持

続
可
能
な
地
域
に
す
る
た
め

に
何
が
必
要
か
？　

本
当
に

地
域
が
消
滅
し
て
し
ま
う
の

か
？　

消
滅
す
る
と
い
う
こ

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
？　

自
分
な
り
に
考
え
て

み
ま
し
た
。
愛
す
る
ふ
る
里

「
松
崎
町
」
を
未
来
へ
、
次

世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
何
が

必
要
か
？　

答
え
は
、
そ
の

地
域
に
人
が
住
み
、
な
り
わ

い
を
続
け
、
外
か
ら
人
が
訪

れ
続
け
る
こ
と
で
し
た
。
地

域
の
人
口
が
少
子
高
齢
化
に

よ
り
減
り
続
け
て
い
る
昨

今
、
関
係
人
口
の
創
出
に
よ

り
、
地
域
に
関
わ
る
人
口
を

増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
に
活
力
が
生
ま
れ
、
住
む

人
に
誇
り
と
自
信
が
持
て
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
外
か
ら

訪
れ
る
人
の
方
が
、
松
崎
町

を
「
素
晴
ら
し
い
地
域
だ
」

「
人
の
温
も
り
を
感
じ
る
風

情
だ
」
「
行
き
会
う
人
の
優

し
さ
や
あ
い
さ
つ
に
感
動
し

た
」
と
い
っ
た
声
が
数
多
く

聞
こ
え
ま
す
。
地
元
の
方
が

こ
れ
ら
を
誇
り
に
思
わ
な
け

れ
ば
、
訪
れ
る
人
は
減
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
そ
う
な
ら

な
い
た
め
に
地
域
の
魅
力
を

再
発
見
し
、
誇
り
と
す
る
こ

と
が
ま
ち
づ
く
り
の
一
丁
目

一
番
地
だ
と
思
い
ま
す
。



 My Town Topics～まちのできごと～

　10 月 19 日、町内で、左官の神様といわれる松崎
町出身の名工「伊豆の長八」の顕彰イベントとして、
「フェスタ長八２０２５」が開催されました。
　イベントでは、伊豆松崎牛原太鼓などのパフォー
マンスが行われたほか、長八追悼法要や長八スタン
プラリー、光る泥団子制作体験、漆喰壁・なまこ壁
塗り体験などが実施され、たくさんの人でにぎわい
ました。

フェスタ長八２０２５

　11月７日から 10日まで、環境改善センター文化
ホールで、第 45 回松崎町文化協会芸術祭が開催さ
れました。
　会場には、絵画・彫刻のほか、町内４カ所の介護
施設利用者や伊豆の国特別支援学校伊豆松崎分校の
生徒の作品など計３２７点が展示され、多くの方が
訪れていました。

　10月29日、花の三聖苑に簡易設置型授乳室と授乳チェ
アのセットが寄贈され、その贈呈式が開催されました。
　（一社）日本道路建設業協会は、（一社）全国道の
駅連絡会と連携し、国土交通省が推奨する道の駅の
「子育て応援」施設の整備支援として、今年度、全国
44の道の駅、中部地方では３駅へ寄贈します。
　授乳室は段ボール製で、設置後も移動、移設が楽
にできるため、災害時にも活用できます。

　10 月 25 日から 26 日までの２日間、松崎町から
総勢 27人が安曇地区を訪問しました。
　初日は上高地ハイキングの後、宿泊先の上高地ア
ルペンホテルにて、安曇地区の皆さんに歓迎会を開
いていただきました。２日目には乗鞍自然保護セン
ターの見学を行いました。
　見頃の紅葉など美しい自然を堪能し、安曇地区と
の交流を深めることができました。

9

道の駅花の三聖苑伊豆松崎　授乳室贈呈式

第 45回松崎町文化協会芸術祭

安曇地区親善訪問



町の人口と世帯
（令和７年 10 月 31 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,511 人　（ー  ７人）

　男　　　2,606 人　（ー  ３人）

　女　　　2,905 人　（ー  ４人）

世帯数　　2,809 戸　（＋  ２戸）

転　入　  ４人　転　出      ５人

出　生　  １人　死　亡      ７人

戸籍だより

　令和７年 10 月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故　　　１件　（＋１）

　物損事故　　 14 件　（＋１）

　死　　者　　　０人　（±０）

　傷　　者　　　１人　（＋１）

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

町 の 交 通 事 故

松

崎

文

芸

松

崎

文

芸

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

-

短
歌-

（10月届出分）
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広
報
ま
つ
ざ
き
二
〇
二
五
年
十
二
月
一
日
発
行

通
刊
　
第
　
七
　
三
　
九
　
号

発
行
　
静
岡
県
松
崎
町
　
編
集
　
企
画
観
光
課

印
刷
　
㈲
サ
ン
印
刷

〒
四
一
〇-

三
六
九
六 

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

☎〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
九
六
四� 

℻〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
一
八
三

地 区 氏 名 年齢 届 出 人

江奈1 池野勝太郎 86 池野　秋男

伏 倉 佐藤美代子 72 佐藤　千秋

櫻 田 田 邉　 　86 田邉英理夏

明 伏 山 崎　 巧 76 山崎加代子

峰 山本　春久 87 山本八重子

おお 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）亡 ）

おお め で と う ご ざ い ま す（ 出 生め で と う ご ざ い ま す（ 出 生 ））

隣
家
の
爺
の
空
家
は
オ
ー
シ
ャ
ン
ブ
ル
ー
の

　
　
　

蔓
に
お
ほ
は
れ
緑
の
館
に　
　
　
　
　
　

石
田　

安
江

生
れ
し
ば
か
り
の
メ
ダ
カ
が
ぴ
ん
ぴ
ん
跳
ね
て
ゐ
る

　
　
　

何
回
見
て
も
ま
た
見
た
く
な
る　
　
　
　

堀
岡　

洋
子

採
り
た
て
の
菜
を
食
べ
る
こ
と
に
憧
れ
て

　
　
　

鍬
を
打
ち
ゆ
く
種
を
蒔
き
ゆ
く　
　
　
　

山
本
智
惠
子

石田　理
り と

叶さん

（大澤区）

ぴぴ
かか
ぴぴ
かか
キ
ッ
ズ

キ
ッ
ズ

　

３
歳
の
健
診
で
「
む
し
歯
」
が
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
歯
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

金具　璃
り く

空さん

（道部区）

矢谷　桃
も も な

菜さん

（櫻田区）

鈴木　蒼
あお

さん

（池代区）

山崎　斗
と あ

碧さん

（北区）

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

地 区 名 前 性別 保 護 者

櫻 田 皆
み な ほ

歩 女 平野　祐貴

町の人事

【採　用】12 月１日付け

　秋山　博美　健康福祉課介護保険係


